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(平成14年３月31日現在)

歳

政

般
,ゐ、

Z■ 計

出

特 集

　　　　町では、皆様に納めていただいた税

　　　金や町に配分された国・県支出金等が

　　　どのような使われ方をしているか、正

　　　しく理解していただくために、年２回

　　　(６月・12月号広報壬生に掲載)、財政

　　　状況を公表しています。

　　　　今回は、平成13年度下半期までの収

　　　入・支出状況等についてお知らせしま

　　　す。

　　　　なお、今回公表するものは、平成14

　　　年３月末までのものであり、決算額で

　　　はありません。これは、３月末までに

　　　確定した債権債務について整理を行う

　　　ために４月１日から５月31日までの２

　　　ヶ月間を出納整理期間とすることが認

　　　められているためです。

(単位：千円・％)

科　　目 当初予算額 予算現額 支出済額 対予算比

１．議　会　費 158,037 157,133 155,087 98.7

２．総　務　費 1,428,697 1,441,184 1,240,379 86.1

３．民　生　費 1,664,218 1,702,266 1,575,637 92.6

4.衛　生　費 975,196 1,003,301 915,244 91.2

５．労　働　費 17,719 19,140 17,330 90.5

６．農林水産業費 914,8221　　960,675 887,044 92.3

７．商　工　費 327,602 327,031 273,046 83.5

８．土　木　費 2,038,243 2,036,286 1,603,240 78.7

９バ肖　防　費 634,659 633,055 625,433 98.8

10.教　育　費 1,516,101 1,526,283 1,442,321 94.5

11.災害復旧費 11,502 17,249 2,832 16.4

12.公　債　費 1,143,201 1,654,568 1,544,822 93.4

13.諸支出金 ３ ３ ０ 0.0

14.予　備　費 20,000 16,432 ０ 0.0

合　　計 10,850,000 11,494,606 10,282,415 89.5

　
平
成
1
3
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
１
０
８
億
５
。
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
平
成
1
2
年
度
か

ら
の
繰
越
額
及
び
３
回
の
補
正
予
算
の
実
施
に
よ
り
、
当
初
に
比
べ
、
５
．
９
％
増
の
１
１
４
億
９
。
４
６

０
万
６
千
円
の
現
計
予
算
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
Ｈ
年
３
月
3
1
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
１
０
８
億
４
７
６
万
円
で
、
予
算
額
の
9
4
％
に
な
り
ま
す
。

ま
た
支
出
済
額
は
１
０
２
億
８
。
２
４
１
万
５
千
円
で
、
予
算
額
の
８
９
．
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
科
目

別
の
状
況
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

《
一
般
会
計
の
概
要
》

２
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財

(単位：千円・％)
　一
六

--ｻ戈

-

-

科　　目 当初予算額 予算現額 収入済額 対予算比

１．町　　　税 4,818,062 4,674,420 4,462,HO 95.5

２．地方譲与税 160,000 160,000 178,956 111.8

３．利子割交付金 150,000 195,000 196,011 100.5

４．地方消費税交付金 330,0001　　330,000 349,744 106.0

５．ｺﾞﾙﾌ朝用鮫吋 50,000 44,000 43,562 99.0

６．自動輯煎交付金 100,000 100,000 121,126 121.1

７．地方特例交付金 170,000 167,633 167,633 100.0

８．地方交付税 2,880,000 2,512,703 2,602,674 103.6

　　交通安全対策９’特別交付金 9,000 8,000 8,682 108.5

10.分担金及び負担金 88,300 105,849 101,329 95.7

11.使用料及び手数料 168,637 179,823 182,413 10口

12.国庫支出金 442,316 510,904 465,278 91.1

13.県支出金 430,857 513,764 382,068 74.4

14.財産収入 5,656 6,088　　　5,967
－

　　　25,658

98.0

15.寄　附　金 21,002 25,658 100.0

16.繰　入　金 365,004 677,719 677,719 100.0

17.繰　越　金 200,000 554,429 554,429 100.0

18.諸　収　入 237,566 242,495 195,471 80.6

19.町　　債 223,600 486,121 83,900 17.3

合　　計 10,850,000 11,494,606 10,804,760 94.0

　　【早わかり財政用語集】

　町の予算についてご理解いただ＜

ために、基本的な用語について説明

いたします。

　
予
算

　
町
の
業
務
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
町
が
１
年
間
で
使
え

る
お
金
に
対
し
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
の

お
金
を
活
用
す
る
予
定
か
を
示
し
た
計

画
の
こ
と
を
「
予
算
」
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
予
算
は
、
「
町
の
行
政
が
ど
の

よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
か
を
具
体

的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
皆
様
に

情
報
を
提
供
し
、
皆
様
が
納
め
ら
れ
た

税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
効
果

が
ど
の
よ
う
に
皆
様
に
還
元
さ
れ
る
か

を
判
断
す
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
も
重

要
な
役
割
を
待
つ
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
　
一
般
会
計

　
町
の
基
本
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

経
費
を
計
上
し
た
会
計
の
こ
と
で
、
町

の
会
計
の
中
心
を
な
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
町
の
存
立
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
経

《税の負担状況》

(単位：円)

∧
　町民税

ぞ

固定資産税

そ

謳

〃咄　゛

町たばこ税

回

都市計画税

嶮k

全　体

1り

１人当たり 41,405 55,539 1,029 5,800 7,876 112,018

１世帯当たり

汗均3.02人） 125,168 167,893 3,109 17,533 23,808 338,631

※３月末現在の住基人口39,834人・世帯数13,177世帯

理
す
る
た
め
の
会
計
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
議
会
費
、
総
務
費
、

民
生
費
、
教
育
費
等
が
一
般
会
計
に
計

上
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
設
け
ら
れ
た
会
計
を
「
特
別
会

計
」
と
い
い
、
壬
生
町
で
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

３



　
　
　
歳
入

　
　
　
１
年
間
に
町
に
入
る
す
べ
て
の
収
入

　
　
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
が
年
間
に

　
　
町
が
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
お
金
と

　
　
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
歳
入
の
金
額
に

　
　
よ
っ
て
歳
出
の
額
が
決
ま
っ
て
く
る
わ

　
　
け
で
す
。

　
　
　
町
税
と
は

　
　
　
税
金
に
は
そ
の
性
質
や
内
容
に
よ
り
、

集
国
、
県
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て

五
口
納
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
で

一
一
・
。
ロ
町
に
納
め
ら
れ
る
も
の
を
「
町
税
」
と

用
い
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
町

　
　
内
に
住
所
の
あ
る
皆
様
が
納
め
る
町
民

政
税
や
、
町
内
に
資
産
を
お
持
ち
の
方
が

オ
納
め
る
固
定
資
産
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

目
ハ
　
辿
方
特
岡
交
付
金
と
は

り
　
恒
久
的
な
減
税
の
実
施
に
伴
い
、
平

　
　
成
Ｈ
年
度
か
ら
新
た
に
財
政
措
置
さ
れ

力
ま
し
た
。
地
方
税
の
代
替
的
な
性
格
を

　
　
持
ち
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に
配

わ

分
さ
れ
ま
す
。
恒
久
的
減
税
が
実
施
さ

早
れ
て
い
る
間
は
、
こ
れ
が
将
来
の
地
方

　
　
税
制
の
根
本
的
改
正
等
が
行
わ
れ
る
ま

　
　
で
の
間
、
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
俎
勺
交
付
税
と
は

　
　
　
国
に
納
め
ら
れ
た
一
部
の
税
金
か
ら

　
　
一
定
の
割
合
で
、
地
方
公
共
団
体
が
等

　
　
し
く
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
国
か

　
　
ら
町
へ
配
分
さ
れ
る
税
の
こ
と
を
い
い

　
　
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
ど
こ
に
住

　
　
ん
で
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
公
平
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
間
に
は
、
地
域
に
よ

る
経
済
力
の
格
差
等
が
あ
る
た
め
、
地

方
交
付
税
に
よ
っ
て
地
域
間
に
租
税
負

担
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
著
し
い
格

差
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
調
整
し
て

い
る
の
で
す
。

⑩
国
庫
支
出
金
と
は

　
町
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

お
金
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
に
つ
い
て
、

国
か
ら
町
に
支
払
わ
れ
る
お
金
の
こ
と

で
す
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
と
は
、
一
般
に

「
国
が
特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、
国

家
的
見
地
か
ら
公
益
性
が
あ
る
と
認
め
、

そ
の
事
業
実
施
に
資
す
る
た
め
、
相
当

の
反
対
給
付
を
受
け
な
い
で
交
付
す
る

給
付
全
て
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
⑩
町
債
と
は

　
町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
こ
と

で
す
。
道
路
や
橋
、
ま
た
は
学
校
な
ど

の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ

る
施
設
の
建
設
に
必
要
な
資
金
に
つ
い

て
、
財
政
的
負
担
の
軽
減
と
、
世
代
間

の
負
担
の
公
平
を
図
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
町
債
と
い
う
形
で
お
金
を
調
達
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
地
方
債
現
在
高
（
普
通

会
計
）
は
、
平
成
1
2
年
度
決
算
時
で
、

県
内
4
9
市
町
村
中
多
い
方
か
ら
Ｈ
番
目

｀~／

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
―
入
当
た

り
の
地
方
債
現
在
高
は
、
少
な
い
方
か

ら
８
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
－
　
一
般
財
源
と
は

　
歳
入
の
う
ち
、
町
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
の
よ
う
に
使
い
道
が
特
定
さ
れ
ず
、

ど
の
よ
う
な
経
費
に
も
活
用
す
る
こ
と

の
で
き
る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
判
断
の
も

と
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
政
策
を

実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
使
い
道
が

特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財
源
が
で
き

る
だ
け
多
く
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
ま
す
。

ょ
特
定
財
源
と
は

　
一
般
財
源
と
は
反
対
に
、
歳
入
の
う

ち
、
国
庫
支
出
金
や
町
債
の
よ
う
に
使

い
道
が
特
定
さ
れ
て
い
る
お
金
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

に
自
主
財
源
と
は

　
町
税
や
使
用
料
な
ど
の
よ
う
に
、
町

が
自
主
的
に
集
め
る
こ
と
の
で
き
る
お

金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
歳
入
全
体
に

占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、

町
と
し
て
は
望
ま
し
い
姿
で
あ
り
、
町

が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
自
主
性
と
安

定
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

一
依
存
財
源
と
は

　
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
や
町
債

の
よ
う
に
、
国
の
決
定
や
許
可
に
よ
り

交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
た
り
し

て
入
っ
て
く
る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま

す俯
歳
出

　
１
年
間
に
町
が
活
用
す
る
す
べ
て
の

支
出
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
お
金
で
様
々
な
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
歳
出
の
額
が
決

ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

席
総
務
費

　
全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事

務
、
徴
税
事
務
、
本
庁
舎
の
維
持
管
理

等
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
言
民
生
費

障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の

充
実
、
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推
進
な

ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
言
衛
生
費

　
生
活
環
境
の
保
全
、
健
康
の
増
進
、

ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

言
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
、
生
産

基
盤
の
整
備
に
要
す
る
経
費
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
・
商
工
費

　
中
小
企
業
の
振
興
及
び
観
光
の
振
興

な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
・
土
木
費

　
道
路
、
橋
梁
、
公
園
な
ど
の
整
備
及

-

び
維
持
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
　
４

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費

　
小
・
中
学
校
の
教
育
の
充
実
、
生
涯

学
習
の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
公
債
費

　
町
債
の
償
還
元
金
と
利
息
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
と
は

　
町
の
歳
出
の
う
ち
、
職
員
の
人
件
費
、

町
債
の
返
済
に
充
て
る
た
め
の
公
債
費

な
ど
町
が
行
政
活
動
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
不
可
欠
な
経
費
や
法
律
な
ど
に
よ

り
町
に
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意

に
削
減
で
き
な
い
お
金
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　
投
資
的
経
費
と
は

　
町
の
歳
出
の
う
ち
、
道
路
や
橋
、
ま

た
は
学
校
の
建
設
な
ど
の
よ
う
に
、
そ

の
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら

れ
、
施
設
等
が
町
民
の
財
産
と
し
て
将

来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
お
金
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。



《
地
方
債
現
在
高
》
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ノ

ごづ＞］二千工▽二九　‥　　’　　　　……………万……ｺｺ11 万゙　エ‥▽犬　　　　二□⊃壮⊃二□□□二ご……,1
一般公共事業債　　　　　　　　　　　　　　　　　　8,094万１千円

　一糾釧ﾅ　汐

　祠涯ﾎﾟ
ﾔ

…劈

一般単独事業債　　　　　　　　　　　　　　　　20億1,015万１千円

；　　公営住宅建設事業債　　　　　　　　　　　　　　　　6,970万５千円

義務教育施設整備事業債　　　　　　　　　　　10億1,011万１千円

一般廃棄物処理事業債　　　　　　　　　　　　26億9,480万３千円

厚生福祉施設整備事業債　　　　　　　　　　　１億6,341万８千円
　　　H　I

:‘;nにこにこ記び:穴Mこ:ｺ尤2ごﾖごに自白闇闇ｮｮ闇

財源対策債　　　　　　　　　　　　　　　　　　９億2,166万６千円
ｌ ゛ ｡ , に U I 裳 t Z っ s Z , 殺 ご ; □ □ □ ; a ; ｡ 7 φ 占 φ φ a φ φ φ φ φ φ z φ や ゛ ゛ ゛ x ゛ ゛ z φ 《 ﾝ ﾝ ﾝ φ ゛ ﾝ φ ゛ ｀

減税補てん債　　　　　　　　　　　　　　　　　６億4,925万４千円

≫
臨時税収補てん債　　　　　　　　　　　　　　　　　9,500万７千円

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１億862万７千円

水道事業債　　　　　　　　　　　　　　　　　　27億6,352万３千円

下水道事業債　　　　　　　　　　　　　　　　75億9,186万３千円

農業集落排水事業債　　　　　　　　　　　　　22値切37方６千円

老人保健事業

｜』

　

５

．
＝
．
″

□
Ｉ
刀

奨学資金

予算額
　　　189万円
収入済額

介護保険事業　農業集落排水事業
予算額

　14億6,361万紆円

収入済額

ヨ

]夕j?五

回

9Λや

l

こ?ﾌﾞじ回

E田宗谷劈　｜

言摺鮮烈万汗円

　収支の不足額は、一般会計（

資金を運用しました。　　

）

公共下水道事業

(昌 の不足額は、一般会計
を運用しました。　　

）

　　　水　道

万収益的収支=･

予算額

　5億1,521万6千円

事業収益

予算額

31億298万3千円

収入済額

｡29億423万4千円

目代大竹ご流皿皿贈皿床串煮劈　訃

HII摺畔幌万緑但｜

事　業

ｿ……資丿本白希1収1支ﾆj

予算額

　3億2,935万1千円

資本的収入

予算額
二11万6千円

ご⊇⊇

胆言言白11

予算額

3億2,935万1千円

資本的収入

嶮違示

言言言読㈹

（

一

一



有享に備え適籾延|゜
機敏に行髄

二Tこメら一一‘畷牒蜃ﾎﾟﾝﾌﾟ暇味負
２番・３番員の機敏な作業も審査の対象

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
・
団
員

2
0
3
名
）
の
第
２
１
回
壬
生
町
消
防
団
ポ
ン

プ
操
法
大
会
が
、
４
月
2
8
口
、
町
総
合

運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
部
で
は
、
４
月
か
ら
新
団
員
を
迎

え
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
消
火
技
術
の

修
得
・
向
上
を
目
指
し
、
４
月
上
旬
か

ら
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
都

子
部
）
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
８
部
）

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
訓
練
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
成
　
　
績

団
　
体

頑
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
稲
葉
地
区
）

準
優
勝
　
第
３
分
団
第
１
部

（
北
小
林
・
安
塚
・
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
地
区
）

第
３
位
　
第
１
分
団
第
４
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
地
区
）

聯
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
５
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
稲
葉
地
区
）

準
優
勝
　
第
１
分
団
第
５
都

三
好
町
・
旭
町
・
星
の
宮
・
車
塚
地
区
）

第
３
位
　
第
１
分
団
第
３
部

（
万
町
・
上
新
町
・
下
馬
町
・
西
高
野
地
区
）

個
　
人
（
優
秀
賞
）

⑩
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
鈴
木
　
仁
　
　
子
－
古

・
１
番
員
鈴
木
　
功
　
　
　
（
２
－
士

一

・
２
番
長
神
長
　
洋

・
３
番
長
遠
山
文
男

・
４
番
員
阿
久
津
稔

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
戸
崎
勝
巳

・
１
番
員
鯉
沼
　
勝

・
２
番
員
大
橋
　
薫

・
３
番
長
古
潭
孝
行

ひ

（
２
ｊ
古

（
２
－
古

（
２
－
古

八１

　１

５

心

八２

　ｊ

５

心

ら
１

　１

５

心

八
２

　１

５

心第２分団第１部の皆さん第２分団第５部の皆さん

防災特集

　
毎
年
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か

け
て
梅
雨
前
線
が
活
発
に
活
動
し
、
ま

た
台
風
が
接
近
・
上
陸
す
る
た
め
、
洪

水
な
ど
に
よ
る
災
害
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

降
雨
期
に
は
、
が
け
崩
れ
や
河
川
の

氾
濫
な
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
日
頃
か
ら
十
分
注
意
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
広
範
囲
に
わ
た
る
被
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
防
災
関
係
機
関
に
よ
る
活

動
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
地
域
の
住
民
一
人
ひ
と
り
が

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
連
帯
意
識
を
持
ち
、
自
主

的
な
防
災
活
動
を
行
う
こ
と
も
大
切
で

す
。
　
特
に
、
台
風
が
近
づ
い
て
い
る
時
や

梅
雨
の
時
期
に
は
、
次
の
点
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

Ｉ
　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
流
さ
れ

　
る
気
象
注
意
報
・
警
報
な
ど
に
十
分

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

｀心

２
　
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
　
６

　
や
、
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

　
消
防
団
等
が
河
川
の
巡
視
な
ど
を
行

　
い
、
危
険
の
度
合
い
に
よ
っ
て
サ
イ

　
レ
ン
に
よ
り
住
民
の
皆
様
へ
知
ら
せ

　
ま
す
。

３
　
公
園
や
学
校
な
ど
の
指
定
さ
れ
た

　
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
す
る

　
と
き
は
、
隣
近
所
で
声
を
か
け
合
っ

　
て
集
団
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

４
　
日
頃
か
ら
、
避
難
す
る
と
き
の
だ

　
め
に
携
行
品
（
懐
中
電
灯
ニ
フ
ジ
オ
・

　
非
常
食
な
ど
）
や
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の

　
氏
名
票
（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

　
血
液
型
・
勤
務
先
・
非
常
連
絡
先
・

　
避
難
予
定
先
な
ど
を
記
入
し
て
お
く
）

　
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

５
　
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や
避

　
難
場
所
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　
家
族
防
災
会
議
‘
を
開
き
、
重
要
な

　
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま

　
し
よ
う
。

６
　
排
水
路
に
は
、
雑
草
や
ビ
ニ
ー
ル

　
袋
な
ど
ゴ
ミ
が
溜
ま
り
、
少
雨
で
も

　
浸
水
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
排
水

　
路
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
、
普
段
か
ら

　
清
掃
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。



認
定
農
業
者
新
規
認
定
に
1
4
名
・
再
認
定
に
９
名

　
認
定
農
業
省
制
度
と
は
、
農
業
経
営

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
者

が
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
農
業
経

営
の
改
善
を
計
画
的
に
進
め
よ
う
と
す

る
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
提

出
し
、
町
長
か
ら
そ
の
経
営
改
善
計
画

書
の
認
定
を
受
け
た
人
達
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

　
４
月
2
6
日
、
役
場
会
議
室
に
於
い
て

行
わ
れ
た
認
定
書
の
授
与
式
で
は
、
新

た
に
Ｈ
名
の
農
業
者
を
認
定
し
、
ま
た

９
名
の
農
業
者
を
再
認
定
し
ま
し
た
。

今回新規認定を受けた方々

　
認
定
を
受
け
る
と
、
農
用
地
の
利
用

集
積
や
農
業
生
産
法
人
出
資
育
成
事
業
、

税
制
上
の
特
例
、
融
資
面
、
各
種
研
修

会
の
実
施
等
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
の
認
定
で
、
町
の
認
定
農
業
者

は
7
3
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
認
定
を
受
け
た
方
々
（
敬
称
略
）

m伊
藤
】
内
は
目
標
と
す
る
営
農
類
型

　
光
一
　
（
上
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
こ
母
・
米
麦
」

川
端
　
敏
雄
「
国
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
一
ト
マ
ト
・
水
稲
」

大
栗
　
柴
（
国
　
谷
）

　
　
】
水
稲
・
ト
マ
ト
・
露
地
野
菜
〕

石
村
　
直
宥
「
国
　
哲

　
　
　
　
　
　
　
一
ト
マ
ト
・
水
稲
」

大
垣
　
秀
夫
（
北
小
林
）

　
　
　
　
　
　
　
ド
マ
ト
・
水
稲
】

鈴
木
　
正
美
（
安
　
塚
）

　
　
　
　
　
　
　
玉
稲
・
ト
マ
上

粂
川
　
純
夫
呈
　
田
）

　
　
　
　
　
　
　
聊
マ
ト
・
水
稲
」

大
塚
　
　
勇
（
上
　
田
）

　
　
　
　
　
　
　
｛
ト
マ
ト
・
水
稲
｝

臼
井
　
賢
一
　
（
中
　
泉
）

　
　
　
　
　
　
　
一
ト
マ
ト
・
水
稲
」

神
永
　
一
夫
（
羽
生
田
）

　
　
　
　
　
　
　
】
ト
マ
ト
・
水
稲
〕

稲
葉
義
奉
呈
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ト
マ
ト
」

中
村
　
一
雄
（
中
　
泉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
菊
・
水
稲
」

中
村
　
久
雄
吊
　
泉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
水
稲
・
麦
一

川
又
　
久
雄
（
中
　
泉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
菊
・
水
稲
」

覧表所難避

-

N0. 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

９ 羽生田小学校

82－1022

FAX

82－8410

大字羽生田

　　2139－1

西部、中央、北原、台宿、

下坪

10 睦小学校

82－4824

FAX

82－4954

大字壬生丁

　　230－I

六美町北部、緑町一丁目～

緑町四丁目、幸町一丁目～

幸町４丁目、おもちゃのまち、

いずみ、若草

Ｈ 南犬飼中学校

86－0134

FAX

85－1205

大字北小林

　　　　743

北小林、狸協医大職員寮、

あけぼの

12

南犬飼地区

公　民　館

勤労青少年ホ

ーム(やすづか

保育園を含む)

86－0031
大字安塚

　　　1179
上長田、安塚南部

13 安塚小学校

86－0034

FAX

86－0042

大字安塚

　　　2078

安塚一、安塚二、安塚三、

安塚中央

14 壬生北小学校

86－0064

FAX

86－1058

大字北小林

　　　　190
上田、中泉、助谷、助谷原

15 総合公園

86－7117

FAX

86－7112

大字国谷

　　783－1

国谷中央、国谷新田、

国谷本田、東原、鯉沼

N0. 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

１ 壬生小学校

82－0049

FAX

82－0121

本丸２丁目

　　３－７

下表町、中表町、下横町、

今井、上表町、東下台、

下台団地、城東町、栄町

２

壬生中央

公　民　館

城址公園

82－0108

FAX

82－0042

本丸１丁目

　　　　８

仲通町、上通町、駅東、

県営壬生住宅、城内、城南、

舟町

３ 藤井小学校

82－0102

FAX

82－4684

大字藤井

　　　1267

馬場、原宿、田面稲荷内、

上坪、前宿坪、台坪

４ 壬生中学校

82－6690

FAX

82－2㈲8

大字壬生甲　万町、上新町、下馬木、

　　　2770　西高野、釜ケ淵、福和田

５ 総合運動場

82－2345

FAX

82－2706

大字壬生甲

　　　3828

三好町、旭町、星の宮、

六美町南部、六美町中央、

車塚

６ 壬生東小学校

82－0079

FAX

81－1384

落合三丁目

　　5－21

至宝町北、至宝町南、

ひばりケ丘、落合

７ 稲葉小学校

82－1004

FAX

82－1572

大字上稲葉

　　　　881
下町、上町、本郷／松原

８
稲葉地区

公　民　館
82－7374

大字上稲葉

　　　　932
原坪、鹿島、下馬木

７



葬式の香典

秘書等が

代理で

出席する場合の

結婚祝

秘書等が

代理で

出席する場合の

祝
祝
学
業
入
卒

壬生町選挙管理委員会　電話　８１－１８０７

８

お中元や
お歳暮

心

-
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政治家は有権者に寄付を

贈５ない

有権者は政治家に寄付を

求めない

政治家から有権者への寄付は

受け取５ない

　言言こついては、「出す側」だけの問題ではな＜、「受け取る側」の問題でもあるといわれてい

百寸、寄付の禁止を実現するためには、我々有権者がきちんとした対応をすることがぜひとも必

⊇てすっくれくれも、安易な気持ちで候補者等からの寄付を求めたり、受け取ったりしてはいけ

汗甘ん。選挙のときに限らず、常日ごろから明るい選挙を心がけましょう。

　1…………政治家の寄付禁止　　　　　　　　…………………

　政治家（候補者、候補者となろうとする者及び現に公職にある

　者）は、寄付をすると処罰されます。

　政治家が選挙区内にある者に対して寄付をすること（政党や親

族に対するもの及び政治教育集会に関する必要やむを得ない実費

の補償は除かれます｡）は、どのような理由のものであっても禁

止されており、次のようなものを除き処罰の対象となります。

　（例）　①　政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀

　　　　②　政治家本人が自ら出席する葬式や通夜における香典

なお、政治家以外の者が、政治家名義の寄付をすることも罰則を

もって禁止されています。

謳讐ドダ政治葡Uこ対する寄付の勧誘・要求41)1禁liﾜ‘i……

　有権者が政治家に対し、寄付を出すように勧誘や要求をするこ

とも禁止されており、政治家を威迫してあるいは政治家を陥れる

目的で寄付を求めると処罰されます。政治家名義の寄付を求める

ことも禁止され、威迫して求めると処罰されます。

､J=:3　後援団体の寄付の禁止　　　　　　　　＼

　後援団体（いわゆる後援会）が、花輪、供花、香典、祝儀その他

これらに類するものを出したり、後援団体の設立目的により行う行

事や事業に関する寄付以外の寄付をすると、その時期のいかんを問

わず、処罰されます。

病気見舞い

葬式の
花輪、供花

お祭りへの

寄附や差入

落成式
開店祝の
花輪
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１

　平成９年度の母子保健法の改正に伴い、すべての子どもが健やかに成長することができ

る地域社会の確立に向け「壬生町母子保健計画～すこやか子育てプラン～」を策定・実施

して５年経過しました。

　しかし、子どもを取り巻く環境が大きく変化し、育児不安、ストレス、子どものこころ

の問題や虐待など新たな母子保健の課題が生じています。このような状況を踏まえ、平成

18年度を目標に「壬生町母子保健計画～地域ではぐくむ子育てプラン～」を策定し、母子

保健推進の基本的な考えを明らかにしました。この計画を指針として、保健、医療、福祉、

教育などの関係機関が一体となり町民の皆様とともに、積極的に推進してまいります。

　この計画の策定にあたり、ご尽力いただきました「策定委員会ド策定部会」の委員の方々

を始め、ご協力いただいた町民の皆様に心からお礼申し上げます。

　　　　平成14年３月

９

壬生町長 私清 漓世

一



プニンン策定の趣旨
､りＣ

　このプランは、母子保健の現状と課題を明らかにし、基本目標を設定した上で、目標を達成す

るための施策の体系と指標を明らかにしています。

　策定に当たっては、平成12 ・13年の乳幼児健診、種々の相談や教室の参加者、その他住民の皆

様のご意見を反映させ、壬生町母子保健計画策定委員会、壬生町母子保健策定部会において検討

しました。

　このプランは、町の母子保健の向上を図るため、住民の皆様に母子保健対策推進に当たっての

ご理解をいただくと共に、医療機関、保育園、幼稚園、学校など関係機関関係者と相互に連携を

図リ、共に協力、実施していくものです。

人
口

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

　5,000

　　　0

壬生町の人口の構造

1年　2年　3年　4年　5年　6年　7年　8年　9年　10年　11年　12年　13年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

□その他

口老年人口

■15～49歳人口

＊町の人口は横ばい状態である。 15～49歳人口は減少傾向にあり、総人口に占める割合も、平成

　８年には50.7％であったのに対し、平成13年では47.4％と下がっている。一万、老年人口は年々

　増加し、老年人□割合も高＜なってきており、高齢化が進展している。平成８年の老年人□割

　合は13.9、平成13年は16.3、将来人□推移で５年後の平成18年では18.2と予想される。
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１．

２．

３．

４．

思春期保健の向上

官肪して旺賑、出産でさる環境の確保

子どもの健やかな成長発達への支援

ゆとりある育児・子育てへの支援

(al居丿熹期保腱の面混一努周i回胞ま1kl昏

思春期保健対策

　　　　の推進

性教育のみでなく

人間教育をも含め

た教育が必要とな

学校

地域

ります

☆竺ﾉ

詣にJ:と

近所

地域保健と

学校保健の推進

ツ

・保護者に対しての逼康教育の充実゛

・地域での声かけ運動応化

・地域･学校･家庭の連携Ｊ
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一

｀ J

⑤ＳＳ恩屋建凶廻S賎民、 必

　　　　　　胆銀鼠遥嫁）

　　相談、指導

　　体制の充実　　　　疾病の予防

　　　　　　　　　と早期発見

｡。

ﾌﾞ〉

健診の　　　　　　区
言　充実　　　仁

‾沿’

回

　　　　　　　　発達に問題を

　　　　　　　　抱える子ども

　子どもの　　　　　への支援

　事故対策

　　　　　子育てに必要な医療費や

　　　　　環境の整備

　　　六　　ノ

　　　　　　　　　・核家族

　　　　　　　　　　・働く女性　　情報提供、　　　　・片親の増加

　　相談体制の

　　充実

　　　　　　　　　　家族全員・地域

　　　　　　　　　　全体での子育て

　　゜外国人の増加　意識の啓発

　親子のコ

　ミュニケ

　ーション
　の推進　　　母子保健推進員・児童

　　　　　　　委員・民生委員・オピ

　　　　　　　ニオンリーダーとの

仲間づくり　　ネットワークづくり

　　　推進

　　　づ　　＼

六千＼ｕ題の６６ﾉｿﾞﾌﾞ心こ
基本方向 評　価　指　標 現　状 目標値(H18年) 測定方法

１．思春期保健
　　の向上

10代の人工妊娠中絶率 67.0％ ０ 県の集計

10代の喫煙率 未把握 減　少 学校調査

悩みを相談できる人がいる 未把握 増　加 学校・保健課調査

地域であいさつをする 末把握 増　加 学校調査

２．安心して

　　妊娠・出産
　　できる環境
　　の確保

妊娠11週以下での妊娠届け出率 62.6％ 80.0％ 事例把握時

母乳栄養率 28.3％ 50.0％ ４ケ月見健診時

妊娠中に不安や悩みを持っている 75.0％ 50.0％ 母親学級時

同慶期医療を受けたケースの訪問 未把握 増　加 事例把握時

３．子どもの

　健やかな
　成長発達へ

　の支援

麻疹の予防接種率 69.0％ 90.0％ １歳６ケ月見健診時

３歳児のう歯罹患率 34.5％ 15.0％ 健診時

家庭での事故防止対策の実施率 未把握 増　加 健診時

障害児を持つ親が、不安や悩みを
相談できる人がいる

68.0％ 90.0％
障害児親の会
アンケート

４．ゆとりある
　　育児・子育
　　てへの支援

育児が楽しい 63.0％ 80.0％ ４ケ月見健診時

父親の育児参加率 40.0％ 60.0％ 健診時

児童・生徒の朝食を摂る率 未把握 増　加 学校調査

平成14年３月

編集：壬生町民生部保健課健康増進係（保健福祉センター）酋82－3588
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平成13年度団体別　資源ごみ・ペットボトル回収実績表

団　体　名 資源ごみ
　　(kg)

ベットボトル(本)
団　体　名 資源ごみ

　　(kg)

ペットボトル(本)
日］体　名 資源ごみ

　　(k2)

ペットボトル(本)

大 小 大 小 大 小

いずみ育成会 9,853 - - 城南長寿会 17,010 - - 壬生中学校生徒会 - 8,482 16,640

いずみ自治会 - 4,636 5,410城南婦人会 |，233 461 848 壬生中学校保護者会 39,288 27,355 41，819

一心会 2,133 1,210 2,794 農村生活研究グループあざみ会 1，755 - - 睦小学校ＰＴＡ - 8,037 16,524
ふ　2ム乙-7井自，。ｚ 2,960 - - 農村生活研究グループ弥生会 8,559 2,499 4,302 安塚小学校児童会 - 8,304 13,191

駅東子供会育成会 15,124 - - せせらき会ﾃﾞｨｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰｳｨｽﾞ - 25,400 209,000 安塚小学校ＰＴＡ 2,609 - -

落合自台会 - 691 979 せせらぎ学園第３班 6,690 24,090 192,300 やすづか保育園保護者会 2,846 3,280 5,278

おもちゃのまち育成会 6,101 1，698 2,300 台坪生活研究クラブ - 2,991 4,894 睦作業所保護者会 74,608 84,210 73,700

上稲葉上町天狗杉班 2,441 683 1，632東下台育成会 - 992 1，980 六美町北部育成会 2,885 1，065 1，000

上稲築上町中組 2,363 1，0百 2,773 栃木県立壬生高等学校 6,700 200 13,100 六美町中央育成会 12,423 3,280 5,267

上表町ときわ会 - 8,063 28,760 中泉子供育成会 8,834 2,045 2,610 六美町南部育成会 - 3,676 5,495

上田子供会育成会 19,075 3,380 3,442 中表町自治会 6,832 1，596 2,443 メリーランド保育園保護者会 - 2,600 4,000

上通町自治会 12,581 2,111 3,590七ツ石秋桜 - 19,645 66,378安塚青葉二班 1，045 191 292

北小林子供会育成会 11,961 3,367 4,885 西高野老人会 5,330 - - 安塚三自治会 20,128 6,830 11，654

車塚育成会 960 867 765 のぞみホームを応援する会 6,408 15,660 26,010 安塚中央コスモス会 7,481 526 982

県営壬生住宅育成会 - 7,572 11，097 馬場自治会 4,500 1，700 1，200 ゆうがお会 2,500 1,530 1，570

県営壬生住宅自治会 4,404 - - 福和田花壇管理組合 2,375 1，692 3,008 万町自治会 10,960 5,510 8,955
自゛刀　゛ムふ鯉,。自,。７ 15,528 4,550 8,550フリーマーケットの会 - 1，950 2,763 蘭学通り栄町商店会 - 1，942 3,562

雇用促進住宅育成会 3,429 - - 星の宮育成会 6,513 540 744 ルネブラッツ22 - 2,770 5,213

幸町一丁目育成会 1，660 - - 緑町―丁目自治会 29,942 9,860 14,200

幸町三丁目育成会 1，335 １１０ 220 緑町二丁目自治会 7,510 2,340 5,679

幸町四丁目育成会 4,182 163 302 緑町三・四丁目育成会 5,123 1，220 2,215
さくらんぼ共同保育園育てる会 6,058 1，837 5,522 壬生寺保育園 - 3,688 5,276
三修会壬生北剣道教室育英会 2,161 4,996 6,578 稲葉小学校ＰＴＡ - 4,580 5,170

至宝町婦人会 - 19,085 27,802 いなば保育園保護者会 - 1，628 2,614

下裏町自治会 15,597 6,262 9,288 しもだい保育園保護者会 - 1，045 1,461

下台団地子供会育成会 - 3,577 4,371 羽生田小学校ＰＴＡ 29,860 8,133 9,914

下横町自治会 25,552 6,808 9,598 藤井小学校ＰＴＡ 2,110 3,817 5,024

消費者友の会 - 2,135 4,179 南犬飼中学校ＰＴＡ 11，684 32,651 62,117

城東町自治会 - 2,819 4,543 壬生北小学校児童会 - 3,228 6,484

城内自治会 10,220 10,263 10,789 壬生小学校ＰＴＡ - 3,975 6,144 合　　　　計 521,419 445,274 1,043,506
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７平成･7･

14年度

(敬称賠)

拘
型
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昌
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１
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砂
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易
経
百
石
哨
泥
弓

壬　生　地　区 至宝町北 谷田部民泊 中　　　　央 野渾　啓治
自治会名 氏　　名 六美町北部 花田　　薫 北　　　　原 菅原　　明
下　表　町 安田　　稔 ひばりケ丘 稲垣　　稔 台　　　　宿 鈴木　岩夫
中　表　町 渡辺　喜夫 緑町一丁目 牛久　古流 下　　　　坪 木野内啓一
下　横　町 町田　功男 緑町二丁目 井上　佩夫 東　　　　原 石川　昭三
今　　　　井 鈴木　正男 幸町一丁目 野呂　信義 鯉　　　　沼 鈴木　邦夫
上　表　町 落合　仲造 幸町二丁目 千種　雄一 福　和　田 山崎　昭三
東　下　台 橋本　紘一 幸町三丁目 佐藤　　務 南犬飼地区
城　東　町 金田　恵介 幸町四丁目 新野みつ子 北　小　林 森田　敏夫
舟　　　　町 野田　一郎 おもちゃのまち 中尾靖一郎 安　塚　一 横尾　貞一
栄　　　　町 高橋　一夫 い　ず　み 小林　　隆 安　塚　二 沢井　由三
仲　通　町 太田　貞夫 六美町南部 渡遵　敏夫 上　長　田 石島　房義
上　通　町 大森　　広

袖尾　政治
車　　　　塚 薩葉　　勲 上　　　　　田 太田　定治

三　好　町 六美町中央 福田　　柴 中　　　　泉 川又　義久
旭　　　　町 戸崎　　守 下台団地 渡逓　昭徳 助　　　　谷 粂川　善夫
万　　　　　町 松本　　完 駅　　　　東 山本　忠男 助　谷　原 毛塚　三男
上　新　町 和久井友雄 至宝町南 生井安市郎 落　　　　合 宇賀神水治
下　馬　木 清水　　博 県営壬生住宅 金田　満男 国谷中央 古葉　幹夫
西　高　野 高山　宗男 稲　葉　地　区 国谷新田 大粟　　粟
城　　　　内 小野塚謙三 釜　　ケ　　渕 甫坂　勝美 緑町三丁目 森田　幸男
城　　　　南 山田　修道 原　　　　坪 鈴木　好一 緑町四丁目 寺内　太一
馬　　　　場 長　　　博 鹿　　　　島 渡辺　一弘 あけぼの 落合　好夫
原　　　　宿 布施木善作 下馬木(稲葉) 大場　和男 安　塚　三 川津　　守
田向稲荷内 篠原　　稔 下　　　　町 神長　　伸 安塚南部 蔦　　耕一
上　　　　坪 寺内　　武 上　　　　　町 荒川　　正 若　　　　草 高橋　　昇
前　宿　坪 栃木　　勝 本　　　　郷 高木　亮一 国谷本田 市川　ｲ申一
台　　　　坪 山川　大祐 松　　　　原 大森　　保 安塚中央 長井　研三
星　の　宮 伊渾　多一 西　　　　部 根津　文夫

-

　
町
内
自
治
会
代
表
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
、
平
成
1
4
年
度

の
行
政
協
力
委
員
さ
ん
7
9
人
が
こ
の
ほ

ど
決
ま
り
ま
し
た
。
一
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。自

治
会
連
合
会
新
役
員

　
５
月
1
5
目
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
自

治
会
連
合
会
定
期
総
会
が
開
か
れ
、
平

成
1
4
年
度
の
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
石
川
昭
三

副
会
長
福
田
　
条

　
″
　
横
尾
貞
一

理
　
事
　
安
田
　
稔

Z///////Z///////

大
森
　
忠

戸
崎
　
守

布
施
木
善
作

渡
辺
一
弘

大
森
　
保

粂
川
善
夫

宇
賀
神
永
治

長
井
由
三

監
　
事
　
薩
葉

　
″
　
川
津

会
　
計
　
大
森

　
　
（
東
　
原
）

（
六
美
町
中
央
）

　
　
（
安
塚
一
）

　
　
（
下
表
町
）

　
　
足
速
町
）

－－－－
松鹿原旭

原島宿町
－－－－

勲保守

（
車
　
塚
）

（
安
塚
且

（
松
　
原
）

自治会功労者

４名の方へ感謝状を贈｡る

　
去
る
５
月
1
5
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
　
Ｈ

開
催
さ
れ
た
平
成
Ｎ
年
度
壬
生
町
自
治
会

連
合
会
（
石
川
昭
三
会
長
）
定
期
総
会
の

席
上
、
1
3
年
度
で
自
治
会
長
を
辞
し
た
次

の
４
名
の
方
へ
、
壬
生
町
長
並
び
に
壬
生

町
自
治
会
連
合
会
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
３
年
以
上
の
長
き
に
亘
り
自

治
会
長
を
務
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た
自
治

会
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
を
讃

え
た
も
の
で
す
。

　
〔
受
賞
者
〕
（
敬
称
賠
）

前
安
塚
中
央
自
治
会
長
　
　
藤
潭

前
車
塚
自
治
会
長
　
　
　
　
大
橋

前
緑
町
一
丁
目
自
治
会
長
　
粂
川

前
緑
町
二
丁
目
自
治
会
長
　
㈹
沖

藤沢　操氏大橋重男氏

操

大
橋

重
男悦

春
雄

粂川　悦氏鋤沖　春雄氏



春の叙勲・褒章

２名の方が受章

　
平
成
１
４
年
の
春
の
叙
勲
、

褒
章
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

本
町
か
ら
大
場
操
児
さ
ん

（
あ
け
ぼ
の
）
　
が
保
健
衛
生

関
係
で
勲
六
等
単
光
旭
日
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
保
健
衛
生

関
係
で
、
松
本
幸
三
さ
ん

（
栄
町
）
　
が
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

一

勲
六
等
単
光
旭
日
章

　
大
場
氏
は
、
東
京
都
出
身
で
、
東
京

都
清
瀬
臨
床
検
査
技
師
養
政
所
を
卒
業

さ
れ
、
そ
の
後
、
財
回
法
人
資
源
科
学

研
究
所
研
究
嘱
託
と
し
て
の
勤
務
を
皮

　
松
本
氏
は
、
昭
和
3
5
年
に
医
師
に
な

ら
れ
、
昭
和
4
7
年
、
中
央
町
に
松
本
内

科
医
院
を
開
院
さ
れ
て
か
ら
3
0
年
近
く

大場操児氏氏
-
幸松本

切
り
に
、
関
東
逓
信
病
院
、
関
東
労
災

病
院
、
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
順
天

堂
医
院
に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
4
8
年
か
ら
は
地
元
狽
協
医
科
大
学

病
院
の
設
立
の
準
備
に
携
わ
り
、
平
成

６
年
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
現
代

医
療
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
臨
床

検
査
部
の
技
師
長
と
し
て
重
責
を
果
た

さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
昭
和
5
7
年
に
は
、
小
島
三

郎
記
念
技
術
官
、
平
成
４
年
に
緒
方
富

雄
官
、
同
年
厚
生
大
臣
官
等
を
受
賞
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
4
7
年
間
と
長
年
に
亘
る
地
域

医
療
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
町
医
師
会
長
、

下
都
賀
郡
市
医
師
会
理
事
、
県
医
師
会

代
議
員
、
そ
れ
か
ら
県
医
師
会
役
員
と

し
て
、
常
任
理
事
、
副
会
長
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
県
医
師
会
に
お
け
る
主
な
職
務
は
、

当
時
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
エ
イ
ズ

や
Ｏ
－
１
５
７
の
感
染
症
対
策
、
予
防

接
種
法
改
正
に
伴
う
県
の
対
応
、
さ
ら

に
学
校
心
臓
検
診
の
導
入
、
心
の
問
題
、

性
教
育
、
工
千
ズ
教
育
等
の
学
校
保
健

に
深
く
問
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
功
績
で
平
成
５
年
に
文
部
大

臣
表
彰
等
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
和
田
花
壇
管
理
組
合

　
　
　
　
　
　
緑
化
功
労
者
で
表
彰

(左)表彰を受けた大橋さん

　
平
成
1
3
年
度
栃
木
県
緑
化
功
労
者
の

表
形
式
が
５
月
Ｈ
日
、
日
光
市
で
開
催

さ
れ
た
県
植
樹
祭
に
お
い
て
行
わ
れ
、

福
和
田
花
壇
管
理
組
合
（
大
橋
良
平
組

合
長
）
が
、
緑
化
功
労
者
の
栃
木
県
緑

化
推
進
委
員
会
会
長
官
を
受
賞
し
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
多
年
に
わ
た
り
緑
化
推
進
に

活
躍
し
地
域
の
発
展
に
多
大
な
功
績
の

あ
っ
た
も
の
が
基
準
と
さ
れ
、
福
和
田

花
壇
管
理
組
合
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層

の
地
元
住
民
と
共
に
、
町
道
の
緑
地
帯

に
サ
ル
ビ
ア
や
パ
ン
ジ
ー
を
植
栽
し
、

春
に
は
「
パ
ン
ジ
ー
ま
つ
り
」
な
ど
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
花
の
ま
ち
づ
く

り
と
地
域
住
民
の
交
流
を
推
進
し
、
緑

化
の
意
識
高
揚
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

栃
木
地
区
防
犯
協
会
よ
り

　
　
　
防
犯
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

左より、町長、粂川さん、日向野さん

　
５
月
1
7
目
、
栃
木
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
た
栃
木
地
区
防

犯
協
会
定
期
総
会
の
式
場
で
、
壬
生
町

の
粂
川
政
弘
さ
ん
（
下
町
）
と
日
向
野

仁
さ
ん
（
あ
け
ぼ
の
）
が
防
犯
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
多
年
に
亘
り
防
犯
活
動
を

積
極
的
に
行
い
地
域
の
犯
罪
防
止
と
青

少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
、
ほ
か

の
組
合
員
の
模
範
で
あ
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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私
の
自
慢
料
理
③

国
谷
中
央

高
山
豊
子
さ
ん

（
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
）

　
子
ど
も
が
敬
遠
し
が
ち
な
切
り
干
し

大
根
を
、
大
好
き
な
卵
焼
き
で
ア
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

材
料
　
卵
６
個
、
切
り
干
し
大
根
6
0
ｇ
、

　
豚
ひ
き
肉
1
0
0
ｇ
、
万
能
ネ
ギ
６
本
、

　
ご
ま
油
大
１
、
酒
大
２
、
醤
油
大
２
、

　
甘
フ
ダ
油
大
２
、
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
少

　
々

土
切
り
干
し
大
根
は
水
洗
い
し
、
た
っ

ザぷ
ルり
にの
あ水
げに
水30
気分
を浸
よし
く　て
絞も
り　ど
　｀し
長　｀

小るい
口　゜も
切万の
り能は
に今食すギペ
今回け

　をい
　切長　且

　ド
-

ょ
中
華
鍋
に
ご
ま
油
犬
上
を
入
れ
て
中

　
火
で
熟
し
、
ひ
き
肉
を
ほ
ぐ
し
な
が

　
ら
炒
め
る
。
肉
の
色
が
変
わ
っ
た
ら

　
切
り
干
し
大
根
を
加
え
て
炒
め
あ
わ

　
せ
、
消
大
士
を
ふ
る
。
醤
油
犬
２
、

　
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
各
少
々
を
加
え
て
混

　
ぜ
る
。

ふ
卵
は
ボ
ー
ル
に
割
り
ほ
ぐ
し
、
②
と

　
万
能
ネ
ギ
、
消
火
１
、
塩
・
コ
シ
ョ

　
ウ
各
少
々
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

ず
大
き
め
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油

　
犬
２
を
中
火
で
熟
し
、
卵
液
を
流
し

　
入
れ
て
、
大
き
く
か
き
混
ぜ
弱
火
に

　
し
て
蓋
を
し
、
６
～
８
分
焼
き
色
が

　
し
っ
か
り
つ
く
ま
で
焼
く
。
ｎ
な
ど

　
に
滑
ら
す
よ
う
に
取
り
出
し
、
フ
ラ

　
イ
パ
ン
を
か
ぶ
せ
て
ひ
っ
く
り
返
し

　
て
同
様
に
焼
く
。

　
ま
な
板
に
取
り
出
し
、
食
べ
や
す
い

　
大
き
さ
に
切
り
、
器
に
盛
り
つ
け
る
。

暮らしの
ヮンポイント

　
６
月
に
入
る
と
出
回

り
始
め
る
青
梅
を
使
っ

て
、
梅
じ
よ
う
ゆ
を
手

作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使

え
て
重
宝
し
ま
す
。

が
ら
混
ぜ
、
さ
ら
に
砂
糖
を
加
え
て
と

ろ
り
と
滑
ら
か
に
な
る
ま
で
煮
つ
め
ま

す
。
分
量
は
、
梅
干
し
と
水
は
だ
い
た

い
同
じ
く
ら
い
、
砂
糖
は
そ
の
８
割
く

ら
い
が
分
量
の
目
安
で
す
。

　
こ
の
調
味
料
は
梅
子
醤
（
メ
イ
ツ
ー

　
梅
は
新
鮮
で
固
い
も
　
　
ジ
ヤ
ン
）
と
い
っ
て
、
中
華
料
理
で
は

の
を
求
め
、
き
れ
い
に
　
　
つ
け
だ
れ
や
下
味
に
よ
く
利
用
さ
れ
ま

洗
っ
て
、
水
気
を
拭
き
ま
す
。

煮
沸
消
毒
し
て
乾
か
し
た
ビ
ン

に
梅
を
入
れ
、
し
よ
う
ゆ
を
ヒ

タ
ヒ
タ
に
か
ぶ
る
く
ら
い
に
注

い
で
し
っ
か
り
ふ
た
を
し
ま
す
。

保
存
は
な
る
べ
く
冷
蔵
庫
で
。

無
理
な
ら
流
し
台
の
下
な
ど
、

温
度
変
化
の
少
な
い
所
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
１
か
月
ほ
ど
で

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
出
来
上
が
っ
た
梅
じ
よ
う
ゆ

は
、
和
風
サ
ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
や
そ
う
め
ん
つ
ゆ
に
、
隠
し

味
程
度
に
加
え
る
と
、
さ
わ
や
か
な
味

わ
い
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
な
ど

背
の
青
い
魚
を
煮
る
と
き
、
い
つ
も
の

調
味
料
に
梅
じ
よ
う
ゆ
を
少
し
足
す
と
、

魚
の
く
さ
み
が
消
え
て
味
よ
く
仕
上
が

り
ま
す
。

　
冷
蔵
庫
に
梅
干
し
が
残
っ
て
い
た
ら
、

中
華
風
の
調
味
料
を
作
っ
て
み
ま
し
よ

う
。
こ
ち
ら
も
作
り
方
は
簡
単
。
種
を

除
い
た
果
肉
を
ホ
ー
ロ
ー
鍋
に
入
れ
、

水
を
注
い
で
木
べ
ら
で
細
か
く
つ
き
な

-

手作り　調味料
す
。
ゆ
で
た
豚
肉
や
鶏
肉
を
和

え
た
り
揚
げ
た
肉
や
魚
の
つ
け

だ
れ
に
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

酸
味
と
甘
味
が
油
に
よ
く
あ
い

ま
す
。

　
梅
は
食
欲
増
進
、
疲
労
回
復

な
ど
に
効
果
が
あ
り
、
米
飯
の

腐
敗
を
防
ぐ
の
に
も
役
立
つ
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
欠
か
せ

な
い
食
品
で
す
。
毎
日
の
食
事

や
お
弁
当
に
、
お
お
い
に
利
用

し
た
い
も
の
で
す
。

　　乗船水明恥
SJμ
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とっておきの

母人ノ

大
き
な
お
手
玉
？
　
玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ

一

　
町
で
実
施
し
た
食
生
活
改
善
推
進
級

の
講
習
会
を
終
了
し
、
の
ぞ
み
ホ
ー
ム

に
お
い
て
、
毎
週
木
曜
日
の
昼
食
づ
く

り
を
交
代
で
実
施
し
て
い
る
1
0
入
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
す
み
れ
」
と
名
付
け

た
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今
年
２
月
頃

か
ら
、
「
玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ
」
な
る
物
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ
は
、
玄
米
を
入

れ
た
大
き
な
お
手
玉
の
よ
う
な
ダ
ン
ベ

ル
で
す
。
代
表
の
佐
久
間
昭
子
さ
ん
が

テ
レ
ビ
の
「
お
し
や
れ
工
房
」
を
見
て
、

「
お
年
寄
り
の
リ
ハ
ビ
リ
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
」
と
作
り
始
め
ま
し
た
。

　
普
通
の
ダ
ン
ベ
ル
よ
り
軽
く
、
握
力

ボランティアすみれの会員とのぞみホームの皆さん

の
な
い
お
年
寄
り
で
も
楽
に
握
れ
、
指

先
で
握
れ
ば
、
ボ
ケ
防
止
に
も
な
り
、

筋
力
の
維
持
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
材
料
は
１
個
分
か
玄
米
3
0
0
ｇ
、
2
5
四

×
1
6
四
の
木
綿
の
布
。

　
玄
米
は
、
虫
が
湧
か
な
い
よ
う
あ
ら

か
じ
め
妙
っ
て
か
ら
使
い
ま
す
。
材
料

を
集
め
、
妙
っ
て
、
計
っ
て
、
縫
っ
て

を
1
0
人
が
流
れ
作
業
で
行
い
ま
す
。
皆
、

お
年
寄
り
に
喜
ば
れ
る
よ
う
心
を
込
め

て
作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
ま
で
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
し
た

が
、
材
料
が
ば
か
に
な
ら
な
い
そ
う
で

今
後
は
希
望
者
に
販
売
す
る
と
言
う
こ

と
で
す
。

お年寄りを

　元負Uご|させる

ボランティアすみれ

一

-

法
律

身
近
な

八人

権

i四

相
談

↑日
談

４「
EF‾
例

生

よ
り
W

民
事
関
係

隣
家
と
の
境
界
争
い

Ｑ
：
私
は
、
現
在
の
土
地
に
明
治
時
代

　
か
ら
住
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
最

　
近
隣
地
の
所
有
者
が
私
の
宅
地
を
実

　
測
し
、
土
地
登
記
簿
面
積
よ
り
約
5
0

　
�
広
い
か
ら
、
そ
の
面
積
を
返
還
せ

　
よ
と
要
求
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
応
ず

　
べ
き
か
。

Ａ
：
登
記
簿
面
積
と
実
測
面
積
は
異
な

　
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
の

　
み
で
相
手
方
の
主
張
を
認
め
る
必
要

　
は
な
い
。
仮
に
相
手
方
の
所
有
で
あ
っ

　
た
と
し
て
も
時
効
に
よ
り
取
得
し
て

　
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

境
界
線
付
近
の
建
築

Ｑ
：
隣
地
の
所
有
者
が
境
界
線
い
っ
ぱ

　
い
に
建
物
を
建
て
よ
う
と
し
て
い
る

　
が
、
こ
れ
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
る

　
こ
と
が
で
き
る
か
。

Ａ
：
建
物
を
建
て
る
場
合
に
は
、
境
界

線
か
ら
5
0
四
以
上
の
距
離
を
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
こ
れ
に
違
反

す
る
建
築
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
あ

る
と
き
は
、
隣
地
の
所
有
者
は
、
そ

の
建
築
の
廃
止
ま
た
は
変
更
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
建

築
に
着
手
し
て
１
年
を
経
過
し
た
と

き
ま
た
は
そ
の
建
築
が
完
成
し
た
の

ち
は
損
害
賠
償
の
請
求
だ
け
が
で
き

る
。
こ
れ
と
異
な
る
慣
習
が
あ
れ
ば

そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
る
。

隣
家
の
樹
木
に
よ
る
被
害

９
・
隣
家
の
庭
に
杉
の
大
木
が
あ
り
、

　
枝
が
境
界
を
越
え
て
私
の
家
の
屋
根

　
を
お
お
っ
て
い
る
た
め
、
日
当
た
り

　
が
悪
い
だ
け
で
な
く
落
ち
葉
や
雨
の

　
し
ず
く
で
屋
根
が
損
傷
し
て
困
っ
て

　
い
る
。
隣
家
に
ど
の
よ
う
に
請
求
す

　
れ
ば
よ
い
か
。

Ａ
：
隣
地
の
樹
木
の
枝
が
境
界
を
越
え

　
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
樹
木
の
枝
を

　
切
る
よ
う
隣
地
の
所
有
者
に
請
求
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
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まちのわだい

上新町老人会で

　　　　　交通防犯教室

講
話
の
あ
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

出発前の皆さん

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
相
次
い
で
い

る
中
、
上
新
町
老
人
会
（
荒
川
薫
次
会

長
）
で
は
こ
の
ほ
ど
、
宮
下
貞
男
壬
生

交
番
所
長
を
招
い
て
交
通
防
犯
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
老
入
会
の
総
会
の
後
と
あ
っ
て
、
約

5
0
人
が
参
加
し
、
交
通
に
関
す
る
講
話

と
交
通
安
全
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
最
高
齢
の
8
0
歳
の
方
か
ら

順
番
に
、
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

こ
の
輪
投
げ
に
は
工
夫
が
し
て
あ
り
、

輪
が
輪
投
げ
台
に
入
る
と
、
点
数
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
順
位
が
で
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
得
点
が

出
る
と
た
ち
ま
ち
歓
声
が
あ
が
り
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

7………9゛……瑶7境美4lj＼ ＼j……j…………………………万……………

　　　キャンペーン

ダ中央行動を実施

-

　ゴミゼロ（5/30）の目を前に環境美

化キャンペーンの中央行動が繰り広げられ、

約250人が６ヵ所に分かれ道路周辺のゴミ

等を拾いました。また各自治会でも早朝よ

り自治会内の清掃を行いました。

保
育
園
で
合
同
の

　
　
　
交
通
安
全
教
室
開
催

　
と
お
り
ま
ち
保
育
園
と
し
も
だ
い
保

育
園
で
は
５
月
2
2
日
、
と
お
り
ま
ち
保

育
園
を
会
場
に
、
合
同
で
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
栃
木
県
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

の
交
通
安
全
教
育
車
マ
ロ
ニ
エ
号
と
指

導
者
３
名
が
訪
れ
、
講
堂
で
は
全
園
児

を
対
象
に
し
た
講
話
と
腹
話
術
、
交
通

安
全
の
映
画
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
図

面
で
は
ミ
ニ
信
号
機
を
設
置
し
た
模
擬

道
路
を
作
成
し
、
４
・
５
歳
児
を
対
象

に
し
た
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
の
正
し

い
横
断
の
仕
方
を
練
習
し
ま
し
た
。

多
く
の
園
児
が
参
加
し
た
実
技
教
室

ふくべの里

　　　フェスティバル

藤井地区で花まつり
一

　晴天に恵まれたこの［］、藤井地区で花ま

つりが行われました。遅咲きの菜の花（伏

見ちりめん）が、畑いっぱいに咲き誇り、

その中で模擬店など色々な催しが行われま

した。

一面の菜の花に訪れる人もうっとリ
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福
祉
事
業
に
役
立
て
て

(寄付)
大関さんから町へ寄付

　
安
塚
の
大
関
現
四
郎
さ
ん
が
こ
の
ほ

ど
、
役
場
を
訪
れ
、
町
の
福
祉
事
業
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
1
0
0
万
円
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
大
関
さ
ん
は
、
数
年
間
役

場
職
員
と
し
て
奉
職
さ
れ
、
退
職
後
は

大
関
会
計
事
務
所
を
開
設
し
、
現
在
は

税
理
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
第

２
５
５
０
地
区
（
ガ
バ
ナ
ー
田
村
春
吉

で
も
、
ロ
ー
タ
リ
ー
地
区
大
会
寄
附
金

1
0
万
円
を
地
域
福
祉
基
金
と
し
て
町
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
2
3
日
実
行
委

員
の
高
田
正
五
郎
さ
ん
が
町
長
室
を
訪

れ
、
神
永
助
役
に
手
渡
し
ま
し
た
。

高田さんから町へ寄付

ス

｀-
結果-

ノ

-

第
４
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

四
　
　
　
8
6
名
で
腕
を
競
う

　
第
４
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
５
月
1
2
日
、
町
総
合
運
動
場
で
8
6

優
勝
の
横
山
さ
ん
（
右
）
清
水
さ
ん
（
左
）

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

………゜i　成

男

子績

準優
優
勝勝

粂横
川山

第
３
位

第
４
位

第
５
位

女
子

準優
優

勝勝

第
３
位

第
４
位

第
５
位

鈴
木
北
出
菊
地

清
水
石
村
荒
川
後
藤
大
粟

一
雄
弘
行
信
士
義
郎
政
和

ツ
ヤ
ノ
ブ
ミ
ヤ
ト
ク
栄
子

W゛

みごと優勝

　ﾆﾆ　　　ﾀﾞ　二二　　　　　　　　?ぽxi二ab

Gﾐ聡明冦咀〕９＝感知

第54回下都興部Ｒ烋育祭

ゲートボー/LA公

　
第
5
4
回
下
都
賀
郡
民
体
育
祭
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
８
日
、
大
平
町
運

動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
下
都
賀
郡
内
の
各
町
代
表
２

チ
ー
ム
、
計
1
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
壬
生
町
Ａ
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も

予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
壬

生
町
Ｂ
チ
ー
ム
が
み
ご
と
に
、
優
勝
い

た
し
ま
し
た
。

　
優
　
勝
　
壬
生
町
Ｂ
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
岩
舟
町
Ａ
チ
ー
ム

　
第
３
位
　
藤
岡
町
Ｂ
チ
ー
ム

　
毎
年
、
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
壬
生
町
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い

プ
ー
ル
は
、
今
年
は
７
月
1
3
目
（
古

か
ら
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間

　
７
月
1
3
目
（
土
）
～
９
月
１
日
（
目
）

開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

利
用
料
金

　
一

千
人
Ｉ
回
に
つ
き
）

般

　
小
・
中
学
生

　
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料

問
合
せ
先

　
開
設
期
間
中

７
０
０
円

４
０
０
円

１
０
０
円

黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
音
8
2
－
９
４
７
９

期
間
以
外

町
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
月
曜
休
館
）
　
音
8
2
－
２
３
４
５
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海野着艦&;東京ﾀﾞ4ルH哨P－ソ
a一゜

午後6時30分全指定席3000円月5日(迦発売

り父、次郎にヅァイオリンを学び、63

年、J.シゲッティ氏に師事。演奏活動

は、日本を始め世界28ケ国90都市に及

ぶ。1991年９月、海野を中心にアンサ

ンブルの名手達を主体に、この室内オ

ーケストラが設立された。
▲海野義雄（ヴァイオリン）

会　　場　壬生中央公民館犬ホール(城址公園ホール)

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、

　町施設振興公社で取り扱います。

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108

一
一
麟
鼎
兄
男
優
忿
ｙ

　
　
　
　
　
　
　
眼
根
瘤
溶
タ
ー
外

　
税
に
つ
い
て
は
多
く
の
方
々
が
、

様
々
な
意
見
や
要
望
を
お
持
ち
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
と
税
務

署
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
国
民
の

方
々
の
中
か
ら
国
税
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
近
く
の
国
税
モ
ニ

タ
ー
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
聞

か
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
税
務

行
政
に
生
か
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
栃
木
税
務
署
で
委
嘱
し
て
い
る

壬
生
町
の
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
方
で
す
。

言
菅
野
　
悦
子

　
壬
生
町
大
字
壬
生
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
３
１
４
１
－
１

　
自
8
2
－
０
９
３
２

-

睦小６年

　
ｙ
犬
ブ
　
　
一

犬
ｔ
　
万
一
’
　
九

　　　　ひろき高橋大樹

乃
ｉ
、
ｊ

へ
　
｝
゛
亨
　
　
　
〈
み

ク
／
ｙ
ｙ
▽
７
／
ｆ
Ｃ
軋
゛
へ

　　　　　｀ゝ､_....JSts_

工作「星の中心部」

茎
窓
詣
‐
・
謳
彊
踪
乙
・
Ｅ
ご
・
○
＠

町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を
　
　
◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
合
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
複
合
の
受
給
要
件
、
中
諸
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ

高橋　虹ちゃんご兄弟(松原)

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
啓

テ
ッ
ト
マ
ー
ト
お
客
様
⑥

　
　
　
　
　
　
　
１
万
３
千
２
７
６
円

ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
７
千
円

星
野
芳
子
様
⑦
　
　
　
　
　
　
５
千
円

し
ん
き
ん
今
様
⑧
　
　
７
千
７
１
２
円

-

睦小６年

　長谷川弥香

　盲ｎＭ　ｒ;-

づ川ゾ

納．ヽ'こ険．示七言押入

言　釧U］

郷∩ﾚﾊﾟ皐

７
月
の
納
税
等

凪100古紙配合率loo%櫛生紙を使用しています　20

国際的ヴァイオリニスト海野義雄とハイレベJしなアンサンプルの競演」
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